
事業所名    グループホーム紅葉

目標達成計画 作成日：　平成28年6月20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
25
26
27

利用者一人一人の現状、ケアプラン等の情報
把握。

・利用者一人一人の情報を積極的に収集
し、スタッフ全員が共有することを、更に徹底
する。

・各フロアのリーダー・サブリーダーの役割を明
確化し、ケアマネージャーと連携して、モニタリ
ング等、その「報・連・相」を密にし、ケアプラン
にも反映する。
・日誌や申し送りノートの記入時には簡潔明瞭
な文章表現を心がけ、重複する表記はできるだ
け避け、業務の効率化を図る。
・職員会議やスタッフミーティングを最大限に活
用し、全スタッフが利用者の状況を把握する。

３ヶ月

2

6
7
8
13

事業所内および行政主催等、事業所外の研修
への参加。

・各種研修開催の情報を収集し、これまで以
上に積極的に参加、実施をしていく。

・新入スタッフ研修は随時実施する。
・外部研修はその内容に合わせ、正職員を中
心に積極的に参加をしていく。終了後はその研
修内容の報告を行い、スタッフ間で共有する。
・スタッフミーティング等の場を活用し、身体拘
束・虐待、ケアのテクニック、メンタルチェック等
の研修、その他勉強会を実施する。

１年

3 29

レクリエーション活動の更なる充実。 ・幼稚園園児、保育所園児の来所、ボラン
ティアグループによるレクリエーション、屋外
でのレクリエーションの増加、定例化。

・地域の幼稚園、保育所、区の窓口（地域子育
て応援プラザ）との関係強化。幼稚園、保育所
の催事に、可能な範囲で当所の利用者も参加
する。
・ホーム敷地内（屋外）での昼食会や、近隣公
園での　小遠足等、少しでも利用者のリハビリ
に繋がるようなレクリエーションを取り入れてい
く。
・『KOBEまなびすとネット』等の情報を活用し、
新規のボランティアグループを多岐なジャンル
に亘って開拓する。

１年

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


